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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から受け付け）

放置自転車は歩行者や体の不自由な方の迷惑になるだけでなく、まちの景観も損ねます。

放置自転車の防止のため、自転車駐車場を積極的にご利用ください。なお、10月には自転車

駐車場の新規開設と一部廃止がありますので、ご注意ください。
問交通対策課自転車対策係・内線2285

市内の放置自転車台数が平成24年度1,565台

から平成27年度466台に減少しました（下グラ
フ参照）。これは、自転車駐車場整備に伴う収
容能力の向上と、皆さんの自転車駐車場の適正

な利用によるものです。引き続き、自転車駐車

場のご利用と放置自転車の防止にご協力をお願

いします。

平成27年の市内自転車事故件数は平成26年の263件から214件に減少しま

した。しかし、交通事故全体に占める割合は都平均より高い状態が続いてい

ます（下グラフ参照）。市は、交通事故のさらなる減少に向けた取り組みを立
川国立地区交通安全協会や立川警察署などと連携して行っています。

市内の小学３年生を対象にＰＴ

Ａ、立川国立地区交通安全協会の

方々と連携して、自転車の安全な乗

り方や交通ルールなどの講習を行っ

ています。試験合格者には運転免許

証を交付します。

スタントマンによる交通事故の再

現を間近で見ることで、事故の恐怖

を疑似体験し、交通安全への意識を

高めています。昨年は中学校３校で

実施し、今年も中学校３校で行う予

定です。

自転車事故を起こすと、刑事上の責任

（懲役や罰金など）を問われたり、多額の損

害賠償などを請求される場合があります。

万が一に備えて、自転車保険に加入しま

しょう。

●ＴＳマーク付帯保険 自転

車安全整備店で購入、点検・

整備をした自転車に貼付され

るＴＳマークには、損害賠償

保険・傷害保険が付けられています。補償

期間は点検・整備をしてから１年間です。

●その他の保険 自分のけがに備える傷害

保険、事故による損害賠償に備える損害賠

償保険があり、コンビニエンスストアやイ

ンターネットでの手続きで手軽に加入でき

るものもあります。また、既に加入してい

る自動車保険等の特約として加入できる場

合もあります。

くわしくは、各保険会社や代理店等へお

問い合わせください。

まずは救急車を呼ぶこ

とや応急手当てが最優先

です。その後、他の交通

の妨げにならないように

自転車を移動し、警察に

連絡しましょう。

10月１日㈯から、立川駅北

口西地区有料自転車駐車場（右
図①／立川タクロス２階）と曙
町一丁目東臨時有料自転車駐車

場（右図②）を開設します。立川
駅周辺に自転車でお越しの際は

ぜひご利用ください。

なお、立川駅北口臨時有料自

転車駐車場（右図Ⓐ）と立川駅
南口第一有料自転車駐車場（右
図Ⓑ）は９月30日㈮で閉鎖しま
す。

自転車駐車場の一時利用

の空き状況を、スマート

フォンやパソコン等から確

認できるサービスです。下
２次元コードからアクセス
できます。

多摩モノレール高松駅下のレンタサイクルポートで自転車

を無料貸し出ししています。事前登録は不要です。

●利用方法 ①利用する旨を係員に伝える②利用カードに必

要事項を記入③係員からレンタサイクルの鍵を受け取る

●返却方法 ①貸出場所に戻し、鍵をかける②係員に返却の

旨を伝え、鍵回収ボックスへ鍵を入れる

●利用時間 午前９時～午後４時（土曜・日曜日、祝日、年

末年始を除く）

●注意事項 ▶利用時間外の利用は、窃盗罪等に問われる場

合があります▶雨天時は貸し出しを中止する場合があります

放置自転車数が減少しました 自転車駐車場の
新規開設と

一部廃止のお知らせ

満空情報提供
サービスを

ご利用ください

レンタサイクル無 料

自転車運転のルール

自転車はルール・マナーを
守って安全運転

事故に遭遇したときは…

信号無視、一時不停止、酒酔い運転など、危険な違反行為を繰り返し行っ

た場合、自転車運転者講習の受講が義務付けられます▶受講時間は３時間

で、受講手数料5,700円▶命令に従わなかった場合は、５万円以下の罰金

ルール違反を
すると

自転車は手軽に利用できる乗り物ですが、ちょっとした気の緩
みが重大事故につながります。自身の命を守るためにも、交通
ルールやマナーを守って正しく安全に利用しましょう。
問交通対策課交通企画係・内線2279
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自転車が歩道を通行できる
のは▶歩道通行可の標識（右
図）がある▶運転者が13歳未
満、70歳以上、体の不自由
な方▶交通状況がやむを得な
い場合のみです

歩道は歩行者優先
車道寄りを徐行し、
歩行者の通行を妨げる
ような場合は一時停止
しましょう

子どもはヘルメット着用
13歳未満の子どもにはヘル
メットをかぶらせるようにしま
しょう

右側通行は禁止
されています

安全ルールを守る
①飲酒運転禁止②二人乗

り禁止③並進禁止（並進可
の標識がある場合を除く）
④夜間のライト点灯⑤信号
順守⑥交差点での一時停止
と安全確認

そのほかのルール違反
▶運転中の携帯電

話やイヤホンなどの
使用▶傘さし運転
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※自転車の関与事故件数とは、自転車乗用者が当事者となった事故件数であり、自転車相互事故は１件として
計上しています。
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市内自転車の関与率

都内自転車の関与率

市内自転車の関与事故件数

市内放置自転車台数推移

自転車安全運転免許証（見本）

自転車運転免許証交付自転車事故がさらに減少

スケアードストレイト方式による交通安全教室

自転車事故件数と関与率の推移

119

自転車は車道が原則 車道は左側を通行

自転車保険にご加入を

自転車駐車場をご活用ください

収容台数

新規開設
廃止

スクールゾーン内は、車両通

行禁止時間帯〔主に午前７時30

分～８時30分（土曜・日曜日、

祝日を除く）〕は歩行者専用とな

り、一般車両の通行は禁止され

ています。

また、スクールゾーン規制以

外の場所でも通学路となってい

る道路は、子どもが登下校の際

に通行しますので、子どもの安

全に配慮をお願いします。
問学務課・内線2515

スクールゾーンでは一般車両は通行禁止

STOP！
放置自転車

①約800台 ②約450台

交通安全教室のほかに、

タレントの清水良太郎さん

のステージ等を行います。

直接会場へ時９月３日㈯午
後２時～４時場たましん
RISURUホール大ホール定
1,000人（先着順）問立川国
立地区交通安全協会事務局
☎（522）7259

日程 会場
	 ８	月	29	日㈪ さかえ会館
	 	 	 30	日㈫ 滝ノ上会館
	 	 	 31	日㈬ 二小
	 ９	月	２	日㈮ 羽衣中央会館
	 	 	 ６	日㈫ 高松会館
	 	 	 ７	日㈬ 錦学習館
	 	 	 ８	日㈭ 柴崎会館
	 	 	 12	日㈪ 上砂会館
	 	 	 14	日㈬ 上砂川小

交通事故防止を図るための講

習会を下表の通り開催します。
いずれも時間は午後７時から。

直接会場へ問立川国立地区交通
安全協会事務局☎（522）7259

交通安全講習会交通安全市民のつどい
参 加 者 募 集

多摩モノレール高松駅下レンタサイクルポート


